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研究報告 『デザ イ ン理論 』3411995

ヤ ン ・チ ヒ ョル ト とモ ダ ン ・タ イ ポ グ ラ フ ィ

鈴木 佳子

京都市立芸術大学

キー ワー ド

ヤ ン ・チ ヒ ョル ト,タ イポ グ ラ フ ィ,書 体

JanTschichold,Typography,Typeface

は じめ に

ヤ ン ・チ ヒ ョル トの 生 い 立 ち と 『ニ ュ ー ・

タイ ポ グ ラフ ィ』 まで

『ニ ュ ー ・タイ ポ グラ フ ィ』

スイ スへ

第2次 世 界 大戦 後

おわ りに

は じめに

1928年 ヤ ン ・チ ヒ ョル ト(JanTschichold)に よ って

著 さ れ た 『ニ ュ ー ・タ イ ポ グ ラ フ ィ』(DIENEUE

TYPOGRAPHIE)は20世 紀 に入 り一 段 と活 発 にな った

印刷 その他 の メデ ィアの 中で特 に画期 的 な主 張 と言 わねば

な らない。1ペ ージ物の印刷物(広 告 な ど)か ら,雑 誌 ・

書物 まで,す べ ての印刷 に適 用で きるモダ ン ・タイポ グラ

フ ィの原則 を定 め よう とす る考 えで ある。 タイポグ ラフィ

とは活 版印刷術 という意 味以 外 に活字 に よるコ ミュニ ケー

シ ョンの手段 とされ るの は近代 にな ってか らで,1920年 代

の ドイ ツを中心 として世 界 に広 まったニ ュー ・タイ ポグラ

フィ とい う考 えは(現 代か ら見 れば ご く当た り前の ことで

あるが)新 しい概念 で あった と思われ る。

ヤ ン 。チ ヒ ョル ト1930

本稿 で は,ヤ ン ・チ ヒョル トの生涯 を通 して,そ のモダ ン ・タイポ グラフ ィとの関係 を考察

したい。
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ヤン ・チ ヒョル トの生い立ちと 「ニュー ・タイポグラフィ』まで

ヤン ・チヒョル トはスラブ系の ドイツ人で1902年 ライプツィッヒ(Leipzig)に レタ リング

職人の子 として生 まれた。ライプツィッヒは出版文化の栄 えた土地であ り,父 の職業か らして

も幼い頃か ら文字に親 しんで大 きくなった。 しか し,彼 はその聯業 よりも芸術家を志すが生活

を考えて14歳 の時に教師になるべ くグ リマ(Gurimma)の 師範学校 に入る。17歳 でライプッ

ィッヒの印刷書籍美術工芸学校でカ リグラフィ,銅 版画,製 本術などを学び後に ドレスデンの

工芸学校で も学ぶ。1年 後,ラ イプツィッヒに戻 り母校の夜間コースでレタリングを教 える。

続いて ミュンヘンの ドイツ国印刷家の為のマイスターシューレでタイポグラフィとレタ リング

を教 えた。 その時のテキス トとして書かれたのが 『ニュー ・タイポグラフィ』である。(1928

年26歳 。)

チ ヒョル トの生い立 ちの中で12歳 の時

にライプツィッヒで開かれた国際グラフ

ィック芸術展に出品されていた書物の印

象が彼の印刷物に対する感性に大変大き

く作用 している。特 に,エ ドワー ド・ジ

ョンス トン(1872～1944)の 『書法 ・彩

飾 ・レタリング』に興味を持ち師範学校

で もレタリングの研究を続けた。 ライプ

ツィッヒの大印刷者連合文庫に通いつめ,

プルニエ(FOURNIER)の ものや,古

DIENEUETYPOGRAPHIE

ニ ュー ・タイポ グラ フィ1928

い活字見本帳やカリグラフィの作品,イ ンキュナビ

ュラの紙葉 など自分でもコレクシ ョンしなが ら独学

でタイポグラフィを研究し続けた。

『ニ ュr・ タイポグラフィ』以前 に彼 は1925年

『ティポグラフィシェ ・ミッタイル ンゲン』(印 刷

通信)の 特集号で 『エ レメンタル ・タイポグラフ

ィ』の編果 を担当し当時 もっとも前衛的な仕事や発

言 を して い た人々(モ ホ リ ・ナギ,オ ッ トー ・バ ウ

ムベルガー,ハ ーバー ト ・バ イヤー,エ ル ・リシ ッ

キー,ク ル ト ・シュビ ッター ス)の 作 品や論文 を集

めて収 録 した もので ドイツ各地 に大論 争 を巻 き起 こ

した。(も ち ろん,そ れ まで に もカンデ ィンス キー
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やマ リネ ッティ,未 来派,構 成 主義,ア ポ リネール,ブ ラック,ピ カ ソ,達 の仕 事 もこの時代

をつ くって ゆ く要素 で あった。)そ の特集 号 がア メ リカ の印刷雑誌 『イ ンラン ド ・プ リンター

(InlandPrinter)』 に紹 介 された のを我が 国 のタイ ポグ ラフ ァー であ りデザイナーの原弘 が

感 動 した ことを 『現代 デザイ ン理論 のエ ッセ ンス』の中で記 してい る。1920年 代 は既 にバ ウハ

ウス は創立 されてお り,モ ホ リ ・ナギーやハ ーバ ー ト ・バ イヤー,ヴ ィ リー ・バ ウマイスター

らによって理論 と実験 が行わ れていた。モ ホ リ ・ナギー は 「タイ ポグラフ ィは1つ の コ ミュニ

ケー シ ョンの手段 であ る。最 も効 果的な フォルム にお け る,明 確 な伝達 手段 で なければな らな

い と ……。」 また,中 で もエ ル ・リシッキーの構 成主義 か ら大 きな影響 を受 けた。特 に リシ ッ

キーが造 本 した マヤ コフスキーの詩集 『朗読 のた めに』 が図版(赤 と黒)入 りで掲載 されて お

り,抽 象的 な形 と文字 とのあ くまで美 しいバ ランスはチ ヒ ョル トにシ ョックを与 えた。

『ニ ュー ・タイ ポグ ラ フィ』 の おい てチ ヒ ョル トは1920年 代 以 前 のタイ ポグ ラフ ィの歴史

(DIEALTETYPOGRAPHIE1450～1914)を 二 つ に大別 し,第 一期 を(1440～1850)グ
(原本ママ)

㎞圃 ⊂`鬻`畢 脚馳 二㎝_に.m▼ 。丙欄 。:器 鸚 階 拠 糟`糀 醇 脚 ・・

EL・1丿シッキー マヤコフスキーの詩集1922-23

一テンベルクやシェファーのゴシック手書 き写本文字(GOTISCHENMINUSKEL)の 書体

か らルネ ッサンス期のアル ドウス ・マヌティウス(ALDUSMANUTIUS1499)の アンティ

ー ク体か ら18世 紀末 のデ ィ ドー(DIDOT1784)ボ ドニー(BODONI1787)バ ルバウム

(WALBAUM)に よるモダン ・ローマンにいたる書物の時期で古典の時代 と呼ばれ美 しく完

成 した書物の世界 を創 り出 した。第二期は(1850～1914),新 聞,雑 誌及び広告(ポ スターや

商業用印刷物)と いう領域に広がった時代で,19世 紀の中頃まで書物 を中心にして,美 しく纏

まっていたタイポグラフィは機械時代の初 めに急にそのセンスを疑われるような物が,多 く出

始める。石版術(ゼ ネフェルダーの発明)写 真平版術,輪 転機の発明が新しい可能性をもた ら

しっつもタイポグラフィの質を急激に下降させた。 それ らの現象 は手工業製品の機械 による生

産が急増 し粗悪化する現象と期を一にしている。
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1880年 代のウィリアム ・モリスの手工芸に帰れ とす る運動

も機械生産に対 しての戦いである。モリスは既成の文字では

なく,新 しい文字 を創ろうと考え,15世 紀の活字を研究 した。

その中のニコラス ・ジェンソンの活字を用いて拡大写真を撮

り,そ の癖 を徹底的に研究 して,自 分の書体 を創 り出 した。

"ゴー ルデ ン ・タイプ"で ある。 その他,"ト ロイ ・タイ

プ""チ ョウサー ・タイプ"と 続 く,そ の活字父型(パ ン

チ)は,エ ドワー ド・プリンスが手工芸の冴 えを見せて彫 り

上げ,母 型(マ トリックス)を 造 り,鋳 造はリー ド商会で行

った。究極の こだわ りの世界 といえる。モリスの書物は今で

もコレクターの垂涎の的である。(芸 術家書体 ・ケルムスコ

ッ トプレス)一 印刷工芸家のプロ トタイプ

この時期の一般の雑誌や広告物 には,タ イポグラフィの面

で もあらゆる様式の氾濫 を招 くことになった。それは歴史的

意味での書体の様式の終焉である。機械によって作 り出され

た膨大な商品の販売 を促すために人目を引 く多量の文字が創

られるようになり,そ れらの広告 によく登場 して くるのが フ

ァッ ト・フェイスと呼ばれる書体でヨーロッパのみな らず,

アメリカで も広 く用いられた。

(フ ァ ッ ト ・フ ェイス;太 い縦線 と細 い横 線 で コ ン トラス トの強 い物 ……英 国人 ソー ンが

1803～1806年 頃 創 った と言 われ てい る。)特 に,端 物(一 枚 物 の広 告物)印 刷 の悪評 の原因 と

して は,単 調 なモダ ンフェィス系の書体 と醜悪 な装飾体 を用 い るた め文 字が美 しさ を欠 く,オ

ーナ メン トや花形 その他 装飾物 が多す ぎる
。書体 を多用 しす ぎる,ど ぎつい感 じ(と にか く目

を引 くこ とを考 える。)な ど様 式 の終焉 と商 業 主義 の行 き過 ぎの時代 が あった。 それ らの反動

が19世 紀 の中頃 よ り始 ま り,少 しずつ,書 体 が整理 され あ る部 分で はオール ド ・スタイル の復

活 も見 られ一方 では,数 多 くのデ ィス プレイ体 が19世 紀末 を覆 うよ うにな り,ま た安 価 なため

に木活字 も用 い られた。

19世 紀末 か ら20世 紀初 頭 にか けてユー ゲン ト ・シュテ ィールが タイポ グラフ ィの世 界 に も及

び書物 の世 界で はペ ーター ・べ一 レ ンス(P.BEHRENS)た ちが新 しい フォルム を求 めてべ

一 レンス書体(Behrensschrift1902)オ ッ トー ・エ ックマ ン(0 .ECKMANN)は エ ックマ

ン書 体(Eckmannschrift1900),チ ャ ール ズ ・リケ ッツ(C.RICKETTS)の キ ングス タイ

プ(King'stype1903)を 創 作 した。 同 じ頃,ロ ン ドン とウィー ンで は学校 での レタ リング教
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育 が 始 め られ る。 ロ ン ドン(EDWARDJOHNSTON‐LetteringinOrnament1902),

ウ イ ー ン(RUDOLFVONLARISCH‐UnterrichtinOrnamentalerschrift1905)こ の

時代 の ことをチ ヒョル トは 「原則 的 には正 しい理論 を持 ちなが ら,真 に合理的 な フォル ムを創

り出 す ことは出来 ず に歴史的 なオーナ メン トに代わ って独 自の オーナ メン トを産 み出 した。 そ

れ は,新 しい ものの開拓者 として は評 価 され るべ きで あ る」 とい う。 また,べ 一 レンスが装丁

した書物 に グロテ ス ク体(サ ンセ リフ体Sanserif)を 用 いた の は注 目 に値 す るし,オ ランダ

のユーゲ ン ト・シュテ ィール はア ウ ト,モ ン ドリアン,ド ゥスブル グにその考 え方 は受 け継 が

れ て ゆ く。(彼 ら もグロテス ク体 を唯一 の書体 と考 えて いた。)グ ロテスク体(Sanserif)と は,

エ ジプシ ャン(Egyptian)よ り少 し後1830年 代 に盛 ん に用 い られ るよ うに なる。1932年 の フ

ィギ ンス の活 字見本帳 にはサ ン ・セ リフとい う名前 で収 録 されてい るが他 の見本帳で はグ ロテ

スク体 として収 められ てい る。 …… エ ジプ シャン(ス クエ ア ・セ リフ)の セ リフを取 り去 った

のがサ ンセ リフ と考 えれてい る。 そのサ ンセ リフ体 を高 い水 準 まで引 き上 げたの はジ ョンス ト

ンで1917年 に はサ ンセ リフの ポス ター用 活字 まで作 った。(20世 紀 のボスタ㌣の主要 な書体 の

一つ にな る
。)ユ ーゲ ン ト ・シ ュテ ィール に続 いて歴史 的 な様 式 に回帰 す る時期 に入 ったが こ

の時期 にあ って新 しい時代 の フォル ム を探求 し続 けた のはウ ィー ン工房(W.W)の 存 在で あ

る。(1903年J.Hoffmann,K.Moser達 に よって創立 された。)こ の工房の1905年 の 小冊子 は

歴史 的な様 式か らはなれて単純 な幾何学的 な フォル ム と写真 に よって 白黒 の強 いコ ン トラス ト

を用 いてい る。1912年 に はw.w出 身 のC.0.チ ェ シュカ(C.O.Czechka)が 創 った書体 は

ある意味 においてニ ュー ・タイ ポグ ラフ ィの先駆 で あ る と考 える。(チ ェシュカ体 は芸術家 書

体 では あるが)

機 能 的 な タ イポ グ ラ フ ィの原 理 は,未 来派 の創始者 で あるマ リネ ッテ ィ(F.T.Marynet・

ti)に よ って"タ イポ グラ フィの革命(TypographischeRevolution)が 宣 言 され た。 「書物

は我々 の未来 派的 思考 の未 来派 的表 現で な けれ ばな らない …… 。」活字 は様 式お よび装飾性 で

選 ばれ るので はな く,内 容 に即 して視 覚的 な力 を持 つ もの として用 い られるべ きで ある。(内

容 の機能 的表現)し か しそれ は試 み に留 まった。未来派 の予想 を超 えた戦争 によ り個人 主義 的

な文化 は消滅 してゆ く一方未来派 と連携 を と りなが らダダの運動 は1916年 ス イスに生 まれ,現

代的 なタイ ポグラ フィのル ーツ といわれ る ように言葉 と視 覚的 な文字 との関係 を模 索す る。 マ

ラル メが タイポグ ラフィに よって詩 を改作 しよう と試 みた り,マ リネ ッテ ィが 文章 を軽視 して

視覚表 現 を見 いだ し,ア ポ リネール もタイ ポグラフ ィの イメー ジを強調す る こ とによ り 「同時

に どこか らで も詩 を読 む」可能性 を与 えた。1917年 ドイツでダダの出 した 『ノイエ ・ユーゲ ン

ト(NEUEJUGEND)』 はニ ュー ・タイポグ ラフィの最 も初期 の資料 で ある。"伝 統的 な組 版

か らの解放,文 字 の大 きさ,フ ォルム,色 彩 の コン トラス ト,多 方 向の行,あ らゆる字体 の使
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用,写 真の活用 な どすで にニ ュー ・タイポグ ラフィの典 型的 な特色 が見 られ る。 ……例 えば,

トリス タン ・ツ ァラ(TristanTzara)の"ダ ダの夕べ"に 見 られ るよ うに ……。

第一 次大戦後 の時期 にアブス トラク トを指向す る画 家や,構 成 主義 者た ちが時代 にあった視

覚 的 なコ ミュニケ ー シ ョンの法則 を発 見 した。(エ レメ ンタル な フォル ム と比例 に よる造形)

が タイポ グラ フィの世 界 に も適用 されてニ ュー ・タ イポグラフ ィを産 み出 した。一 チ ヒ ョル

トによる 一

ドイ ツ で 新 しい タ イ ポ グ ラ フ ィ を実現 させ た の は ヴ ィ リー ・バ ウマ イ ス ター(WILLI

BAUMEISTER)ワ ル ター ・デ ィ クセル(WALTERDEXEL)ヨ ハ ネ ス ・モル ツ ァー ン

(JOHANNESMOLZAHN)ク ル ト ・シュヴ ィッター ス(KURTSCHWITTERS)で あ る。

この時代 の重 要 な出版物 か らは,ゲ オル グ ・グ ロ ッス(G.GROSZ)ハ ー トフ ィー ル ド(J.

HERTFIELD)ヒ ュル ゼ ンベ ック(R.HULSENBECK)の ダ ダ的著作 とシ ュヴィ ッター ス

が刊行 した雑 誌"メ ル ツ"(MERZ)(ハ ノ ーバ ー刊)で,そ の11号 に 「タイ ポグラ フィにつ

い ての テー ゼ」(ThesencaberTypographie)が 発 表 されて い る。 同 じ頃 『国立バ ウハ ウス

1919～1923』(StaatlichesBauhausinWeimar1919-1923)に モ ホ リ ・ナギ ーが"ニ ュー ・

タイポ グラ フィ"に つ いて を書 いた,(ニ ュー ・タ イポグ ラフ ィ と言 う言葉 を使 った最初 の論

文)バ ウマ イス ター は 『AZ新 聞 雑誌 広告 のた めの雑誌』(1925ロ イ トリンゲ ン)に 新 しいタ

イ ポ グラ フ ィに関 して書 き,デ ュクセ ル は 『フ ラン クフルター ・ツァイ トゥンク』 に 「ニ ュ

ー ・タイ ポグ ラ フィ とは何 か?」 を寄 せ てい る
。1916年 オ ランダで は ドゥスブル グ(THEO

VONDOESBURG)の 刊 行す る"DeStijl"(デ ・ステ ィール)が タイポ グラフ ィな造形 につ

いての論文 を発表 し,装 飾の ない タイ ポグラ フ ィを実現化 した。 ついでE.リ シ ッキー は1922

年 エ レ ンブ ル ブ と共 に 『対 象』(Gegenstand)と 言 う3ケ 国語 で書 か れた雑 誌 を発 刊 し,

1923年 に はマ ヤコ フスキー の詩 集 『朗 読 のた めに』 を出版 す る。(ロ シア語 で刊行 され た この

詩集 はロ シア のみな らず多 方面 に大 きな影響 を与 え るが とりわ けチ ヒ ョル トに与 えた シ ョック

は大 きか った。 それ は 『ニ ュー ・タイポグラ フィ』 の本 の中で大 き く扱 ってい るこ とを見 て も

解 る し,20世 紀 の 出 版 本 リス トの なか に は必 ず掲 載 され て い る。)同 時 期 に リシ ッキ ー は

"Merz"誌 に タイ ポグラフ ィの テー ゼを発 表す る
。

-TypographiederTypographie-1 .印 刷 の紙面 は聴覚 で な く,視 覚 に訴 える もの。

一 表現 の簡 潔化 一2 .ふ っ う言葉 は概 念 を伝 え,文 字 は概 念 を形成す る。3.聴 覚的 であ るよ

り視覚 的で ある こ と。4.組 版 のマ テ リアル によるタイポ グラフ ィックな力学 にも とず く書物空

間 のデザイ ンは内容の索引 や押 圧の緊張 力 に対応 しな けれ ばな らない。5.新 しい視覚 を実現す

る製版 材料 に よるデ ザイ ン。完 成 された眼 の超 自然主義 的現 実。6.連 続 的 なペ ージの繋 が り

一 バ イオ ス コープ的 な書 物。7.新 しい書物 は新 しい文字 の書 き手 を要求 す る。 インク壷や鵞
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ペ ンは死滅した。8.印 刷された紙面は空間 と時間を超越する。

その他の諸国,ベ ルギー,デ ンマーク,ポ ーラン ド,ロ シア,チ ェコスロヴァキア,ハ ンガ

リー,セ ル ビアで も平行 した現象が見 られた。次いで1925年10月"TypographischenMit-

teilungen"誌(前 記 した)の 特集が出てセンセーシ ョンが起 こる。その中でタイポグラフィ

の10項 目の戒律(原 理)を 掲 げた。その要約 は(ケ ル ミッシュJahrbuch1928年 のハインリ

ッヒ ・ヨウス トH.JOSTの 文による……*ニ ュー ・タイポグラフィの目的は情報の伝達であ

る。*情 報の伝達は極 めて短 く ・単純で印象的なFORMで なければならない。*タ イポグラ

フィが社会的機能を果たすためには内的構成部分(内 容)と 外的構成部分(印 刷方法 ・素材)

が統合されなければな らない。*内 的統合 とはタイポグラフィの基本手段 としての文字 ・数

字 ・記号 ・配置された行 ・機械 を限定する事である。タイプ ・フェイスはグロテスク体である。

*ニ ュー ・タイポグラフィの基本デザインは写真を含む。*基 本デザインはどのようなオーナ

メン トも使用 しない。 どうしても使用する場合は線 と基本的なFORM(太 い罫 ・丸 ・三角)

な どを用い,全 体の組立に合わせて使用する。*基 本デザインは決して完全ではないし,最 終

の概念で もなく基本的な変動に伴い絶え間な く前進するものである。

その時点では印刷業界 は否定的であった。スイスの"SchweizerGraphischenMitteilun-

gen"誌 でさえ従来の形 に固執 していた。しかし,そ れ らも新 しい反論を打ち出せぬうちにそ

の理論 に屈せざるをえなくなった。それらの新 しい芸術家集団の努力であるニュー ・タイポグ

ラフィの考えを命の短い流行 と見なそうとするのは間違 いである。これによって古いタイポグ

ラフィとの根本的な訣別をな し,機 能的デザインへの転換 を成 し遂げた。(こ の時代1920年 代

の主張 としてはまった く新 しかった,こ れ らの理論 と実践はその後スイス派 と呼ばれる人々に

受け継がれ,1950・1960年 代 には全盛 をほ こり,そ の洗礼を受けたデザイナー(タ イポグラフ

ァー)は 世界中に多 くいると思われる。1950・60年 頃の 日本のタイポグラフィもスイス派から

の影響を受 けた作品が多 くある。

『ニュー ・タイポグラフィ』

1925年 に続 いて1928年 の 『ニュー ・タイポグラフィ』での主張は前記 した"印 刷通信"に ほ

ぼ同 じではあるが,も う少し詳 しく書かれている。

ニュー ・タイポグラフィの原理

【形式】従来のタイポグラフィ(書 物が多かった)は 一行 ごとに丹念に読む余裕のある人々の

もので,現 代では温れるような印刷物の中にあって読む時間が不足 している。読むという事に

時間の経済性が求められる。(読 むべきものの場所が早 く解 ることも重要 と考 えた)

【フォルム】機能的なるもの。自然 と人工の技術の有機的な結合のフォルム。
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● ニ ュー ・タイポ グラフ ィの本質 は明快 さに ある(文 章の中で 目立 っ ようにゴ シック表記 され

てい る)DasWesenderNeuenTypographieistKlarheit.

● 中軸構 成 の原則 の破棄

● ニ ュー ・タイポ グラフ ィとそれ以前 の もの との違 い は,外 的 な形 式 をテ キス ト(内 容)の 機

能 に よって作成 しよ うと試 み るこ と。

●伝達 の 目的を強調 し論理 的流れ に沿 って活 字の大 きさ,太 さの関係,順 序,ま た色彩,写 真

な どを用 いて一義的で 明快 な表現 を与 える こ と。

● ア ・シ ンメ トリー(asymmetrische)単 な る中軸構成 よ り,多 様 の可能性 を与 える。(機 能

的で あ り,現 代 的 な リズムに合 う 一 変動 の シンボル)

● 構成 手段 の標準化,即 物性

● オー ナメ ン トの排除 。(単 に古 いオ ーナ メ ン トを太 い線 ・円 ・三 角形な どに変 えて使用 す る

事 と思い違 い をして いる例 があ るが間違 いで ある。

【色彩 】装飾 的 に用 いるのではな く機能 的に用 いる こと。

【背景 】文字や フォル ム と同 じ価 値 の造形要 素 と考 え る。

【字 体】基 本 書体 はグ ロテス ク体(サ ンセ リフ)Groteskま た はブロ ック体Blockschriftで

あ る多 くの近代 にお けるサ ンセ リフ体。

エルバー ・グ ロテス クErbar-Grotesk ,エ ル バ ーJ.Erbar1922,

カ ー ベルKabel,ル ドル フ ・コ ッホR.Koch1926,

フ ー ツラFutura,パ ウ ル ・レナーP.Renner1927,

ア ク ツィデ ンツ ・グロステクAkzidenzgrotesk1896,BERTHOLD・ ス タンダー ド,

ベ ヌス ・グロテス クVenus-Grotesk,BAUER&CO.,,

ア ル デ ィーネ ・ローマ ンAldine.Roman,

エ ジ プシャ ンEgyptienne,

な どの書体 が用 い られ る。 フラク トゥア(FRAKTUR)は 地 方的色彩 が強 く国際性 に欠 ける。

その他 ロシア文字,ア ラ ビア文字,漢 字,イ ン ド文 字 な ども民族 色が強 す ぎる。サ ン ・セ リ

フは最 も適 してい るが,太 い もの は文章 にな った とき読 みに くく,印 刷所 が多種多様 のサ ン ・

セ リフを用意 してい ない ことが多い か ら,サ ン ・セ リフは強調 す る箇所 に用 い,本 文 は潜在的

可読性 の高 い良質の ロー マ ン体 を使 う。

字体 の表 現価値 について,「 ゴ シック体 の フ ラク トゥア,ロ ココ時代の ロ ココの イタ リック

体 が全 ての よ うに20世 紀 はサ ン ・セ リフの時代 だ。」 …… 良 き字体 とは,明 快 で可読性 の高 い

活字 の こ とであ る。……

字体 フォルムの経済性 について,(い ままで通 りの正書法 か"小 文字"の み の書法か?)
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現在の"大 文字""小 文字"の 一っを選択すると,"大 文字"の みの文章 になったとき読みに

くいので,"小 文字"の 方が文章全体を把握 しやす く読みやすい。一文字主義は経済性 を有す

る

(字数など大幅に簡略化できる。ハーバー ト・バイヤーのバウハウス書体(1925)も この主

張にのっとったものである。ニュー ・タイポグラフィは"大 文字"の 廃止を望 ましいもの とし

ているが,絶 対的ではない。それは,合 理的で時代の条件 と要求にかなったタイポグラフィで

あるべ きである。よ く起 きる間違いだが,ニ ュー ・タイポグラフィの拡が りつつあった時にこ

れを新 しい様式 と見た人々がいた。その人々はモダン ・タイポグラフィの作品の中から眼に付

くもの一 円 ・三角形 ・線な ど一 の幾何学的FORMを 取 り上げて,従 来のオーナメン トの

様な使用方法 を用いた。(つ まり形式のコピーをした。)我 々(チ ヒョル トたち)が あらゆる

FORMの 根源 と見な したエレメンタルなFORMは,使 用時に機能的意味を持 っていなけれ

ばいけないし,そ れ らのFORMは テクス トの語群を強調するか,総 合的に調和が とれていな

けれ ばな らない。(単 な る形 式 コ ピーは偽物)ま た,形 式 はコピー しなが ら歴史的書体

(FRAKTUR)な どを用いた例 も多 く見かけるが,こ れは現代 とは無縁な ものである。それ

らの模倣者のためにニュー ・タイポグラフィが責任を押 しつけられることはない。

写真 とタイポグラフィPhotographieundTypographie

写真をタイポグラフィの基本要素 として取 り込む,そ れは表現全般が豊かになったことで,

それ以前のもの とは区別することになる。平面的な表現から3次 元的になる,3次 元的映像 と

2次 元的文字のformの コントラス トができあがる。

PHOTOGRAPHIE十GROTESK!

(写真+サ ンセ リフ)-TYPOPHOTO

写真=客 観的描写法 サンセ リフ=客 観的な書体

古い時代の手で描いた絵(木 版な ど)と 手書 き文字に

対 し て 現 代 はphotoと サ ン セ リ フ で あ る。

TYPOPHOTOの 有用性 はタイポグラフィと広告の

優れた表現手段である。

ニュー ・タイポグラフィは規格化を進める。

『ニュー ・タイポグラフィ』の本からのメッセイジは,

まさに革命的であった。社会主義的理想主義のW.モ

リスの考え方が一方にあ り,ロ シアのE.リ シッキー

のロシア革命にも影響 されなが ら,タ イポグラフィの

世界で新しい方向を打ち出そうとしていた時期の理論 TYPOPHOTO
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で。 この理論で タイポ グラフ ィ ・デザ インの流 れが変 わ った といって も良い。単 な るオー ナメ

ン トや古 風 な活字 で中軸構成 の様 式の レイア ウ トは少 な くな り,代 わ ってア シンメ トリー(非

対 称)で 機能的構成 の タイプフ ェイス はサ ンセ リフが中心 で写真 との合体 な どチ ヒ ョル トが唱

えた理論 は当時大 きな広が りを見せて いった。 また,そ の一方で はその理論 に対 す る否定 も当

然 あった けれ ど一 タイポグラ フィの世界 に与 えた影響 は大 きか った。

スイスヘ

ドイツ におけ るヒッ トラーの台頭がニ ュー ・タイポグ ラフィを圧迫 す る事 にな った。 ヒッ ト

ラー はプ ロパ ガ ンダ を フラク トゥア(Fraktur.ド イ ツ文 字)で 印刷 す るこ とを好 み,近 代絵

画 と共 にニ ュー ・タイポグラ フィ も排除 した。ニ ュー ・タイ ポグラ フィはデカダ ンで文化 的ボ

ル シェヴ ィズム(Kulturbolschewik)だ と して禁止 し,1933年 チ ヒ ョル トは逮捕 され,拘 禁

された。 チ ヒョル トは亡命 を決意 し妻 と幼 い息子 と共 にス イスのバーゼル に逃 れた。バ ーゼル

で は ビル クホイザー,シ ュワーペ,ホ ルバ イ ン社 でブ ック ・デザ イ ンをした。1935年 『タイポ

グラ フィ ック ・デザ イ ン』(TypographischeGestaltung)を 刊 行 した。 この本 は前書(ニ ュ

ー ・タイ ポグラ フィ)よ りタ イポグ ラフ ィックな扱 い は拡 が りを見せ てい る
。 そ して,『 機能

的 タイポ グラ フィ』 とか 『タイ ポグラフ ィック ・デザイ ン』 とい うタイ トルでデ ンマ ー ク,ス

ェーデ ン,オ ランダに翻訳 出版 され てい る。同 じ1935年 印 刷者 たちの招 きで,コ ペ ンハ ーゲ ン,

ロ ン ドンに講 演旅行 を してい る。旅行 の際モ ノタイ プ社の スタ ンリー ・モ リソンに も会 ってい

る。

ス タン リー ・モ リソ ン(StanleyMorison1889～1967)は モ ノタイプ社 の顧 問 として,バ

スカー ヴ ィル体 ・マル テ ィヌ ス体 ・フルニエ の"ベ ンボ"体 な どを現代 に蘇 らせた。(ク ラシ

ック ・タ イプ フェイス の リバ イバ ル)新 しい書体"ギ ル ・サ ン"(エ リック ・ギル)も 一 特

にタイム ズ ・ニ ュー ローマ ンは新聞 の活 字の一大改 革 と言 われ,社 会的 な反 響 は絶大 で あった。

タイムズ ・ニ ュー ローマ ンはプランタ ンの活字 を手 直 しして作 られた。 い ろいろの書体 を探求

し,鋳 造 ・組版 システム との結合 をはか り質 ・量共 に新 しい もの を産 み出 した。 モノタイ プ社

の活 字の大部 分 はモ リソ ンの整 えた もので ある。

そ の同 じ1935年 シ ンメ トリ.一(中 軸構 成)な タ イポ グ ラフ ィを認 め る論文 を書 き,『 ニ ュ

ー ・タイ ポグ ラフィ』 においてア シンメ トリー なタイ ポグラフ ィを主張 して きた チ ヒョル トと

して は古 典 に回帰 した と言われ,『 ニ ュー ・タ イポ グラ フィ』 の信奉者達 か ら転 向 した と考 え

られ た。 チ ヒョル トが ラジカル に発言 して きた ことは,古 い何 の代わ りば え もしない様 式 を批

判 したの で あって,い っさい中軸構 成 を しなか った訳 で はな く新 しい時代 の新 しいformを 求

めていた のだか ら。ニ ュー ・タイ ポグラ フィを形式 と捉 えた安 易な模倣 も諫 めて い る。
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『タイポグラフィック ・デザイン』は基本的な原則 に従って,明 確に理論化 した もので,中

軸構成 にも非中軸構成にも通用するものを考 え,初 期のラジカルなアシンメ トリー主義から,

古典 に帰ってゆ く。因みにこの本の本文活字はボ ドニー体(モ ダン ・ローマン)の ものでサン

セ リフではなかった。

チヒョル ト自身が後 になって,言 った言葉に 「私は 『ノイエ ・タイポグラフィ』 とファシズ

ムの間に多 くの類似点を見 ました。タイプフェイスを全体主義的に限 りなく狭 くするというこ

との間に明 らかな共通点が存在 します。」 と一 チヒ ョル ト自身の誠実さが語らせた言葉です

が一 若き日の自分自身への批判なのか,そ れ ともニュータイポグラフィを本当の意味での理

解 をされなかった出版界の保守性への再確認であったのか?と 言われているが,や はり。サン

セ リフの読み難さに問題があった。広告物には良 くても,書 物になると可読性が最 も重要視 さ

れる。一 その ことへの反省であった。

チヒョル トの古典への回帰は,新 しい方向での仕事 に繋がった。スイスのビルクホイザー社

(バーゼル)の 書物 を数多 くデザインしたのをロンドンの"ペ ンギン ・ブックス"の 知 るとこ

ろ となり,1947年 招聘 されて,3年 間アー ト・ディレクターとして活躍する。『ペンギン』の

印刷物 全般 に及ぶが,ま ず初 めに組版規定 を作 った,(規 格化)組 版規定 に続いて"ペ ンギ

ン"シ リーズのためにグリッ ドを作 った。 グリッ ドとは版面の大 きさ,余 白の寸法,タ イ ト

ル ・シンボル ・シリーズ番号の位置 を正確に示す設計図(デ ザイン)で ある。本のレイアウ ト

については,細 かい部分まで基準を決めたが,本 文に用いる活字 とタイ トル ・ページのレイア

ウ トについては自由にした。"ペ ンギン ・ブックス"に はいろいろの本があり,そ れぞれに適

したタイプ ・フェイスを選ぶ方が より美しいか らだ。"ペ ンギン ・ブックス"で は,モ ノタイ

プ社の活字がよく用いられた。書物印刷では重要な表紙 ・タイ トル ・ページはこうして個々の

グ リッ ド

本 の内容 に従 って作 られ た。 チ ヒ ョ

ル トの制 作 した ものは500を 越 える

とい う。 これ らの ことは 『書物 のた

めのデザイ ン』(IMDIENSTDES

BUCHS)1951(SGM)に 収 録 されて

い る。

1949年"ペ ンギ ン ・ブ ックス"の 再

建 を成 し終 えて,ス イスに戻 った。
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第2次 世 界大戦 後

"IMDIENSTEDESBUCHES"の サ ブ タ イ トル に"Buchherstellungalskunst
.

Satzregelneinesbuchherstellers"と 書 か れてい る事 を見 て もチ ヒ ョル トの考 え方 が解 る。

1949年 ラ イプ ツィ ッヒや ミュンヘ ンのアカ デ ミーか ら招請 を受 けたが断 った。 同年 ロ ン ドン

の,DoubleCrownClubの 名 誉 会員 に推挙 された。

1952年 に は"MeisterbuchderSchrift"で 古 代 か ら現

代 までの文字 をチ ヒ ョル ト流 に抽出 して,そ れ について論

じ,タ イ ポグラ フィの テクニ ックや スペ ー シングの問題 ま

で論 じてい る。

1954年AmericanInstituteofGraphicArtsか ら ゴー

ル ド・メダル を与 え られ,1965年 に は生 まれ故郷 のライプ

ツィ ッヒ市か らタイ ポグラフ ァに与 え られ る最高賞 のグー

テ ンベ ル グ賞 を与 え られ た。 同年 ロン ドンのRoyalDe-

signerforIndustryよ り名誉 王室工 業 デザイ ナーの称号

を授与,こ れ は50人 の 英 国人 に与 え られるほか は外国人 に

対 して はご く少 な くて,ス イス人 としたは初 めて と思 われ

る。 その人々 は,エ リック ・ギル,ワ ルター ・グロ ピウス,

ス タン リー ・モ リソン,ミ ルナー ・グレイ,サ ー ・ゴール

デン ・ル ッセル,ア ル ヴ ァ ・アアル ト,ピ エ ト ・ツヴ ァル

ト,達 であ る。

1967年 最 後 の 仕 事 で あ る,新 し い書 体"サ ボ ン"

(Sabons)を 創 った。 ニ ュー ・タイポ グラ フィ と伝統 的

MeisterbuchderSchrift1952

ABCDEFG

HIKLMN

OPQ3ST
VXYZ
ガラモ ン1534

書体(ロ ーマ ン)の リバ イバ ルの両方 を印刷界 に もた らした偉大 なタイ ポグラフ ァの最後 の仕

事が 【サボ ン】 書体 の制作 であ った。 この書体 は初 めか ら,2つ の側 面 を持 つ 一1つ は従 来

の技術 で手 仕事 の植字(HANDSATZ,Hand-composedfoundryType)が 出 来 るこ と。2

つ め は新 しいプ ロジ ェ ク ト(Photosetting)の 可 能性 で あ る。新 しい テ クノロジーの進歩 は,

(Linotype,Monotype,Stempel各 社 共 に)モ ノ タイプ社 のガ ラモ ン体(Garamond)を 少

し簡潔 に した ものに似 て いる書体 を開発 した。

ガラモ ン体 ……ク ロー ド ・ガラモ ン(1500～1561)フ ラ ンス人 が創 った。 ローマ ン体 でルネ

ッサ ンス風 の優美 さ と華麗 さを もつ書体(1530年 頃)20世 紀 の基礎 書体 の1つ に数 えられてい

る。(プ ラ ンタ ン ー ブル ッセル ー にガ ラモ ンのオ リジナル ・マ トリックスが ある。)

"サ ボ ン"は ガラモ ン体 の現代 への リバ イバ ル ともいわれ る
。 ……チ ヒ ョル トは1920年18歳

112



abcdefghijklmnopgrstuvwxyz

ABDCEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

ABDCEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
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ヤ ン ・チ ヒョル ト タイ プフェイ ス1967サ ボ ン

の 時一度 この書体のリ ・デザインを手がけ

ている。多 くの書体デザインのなかで,チ ヒ

ョル トのものは。スタンリー ・モリソンが言

う 「良い文字のデザインはデザインしたこと

が眼に付かず。読 みやすい。」の意見 と合致

した。"サ ボン"を 創 り出すなかで三種の違

ったシステムのために書体の(ボ ディ)の 幅

や とりわけライノタイプが問題 にしたカーニ

ングの問題 を解決 した。一 小文字にfの 下

部を切 り取る(カ ット)な どして一

チヒョル トの生涯は機械的手段 でもって人

間的な手仕事の世界を表現させることだった。

特に書物印刷の世界においてなにが一番大切

なのか?を 多 くの書物デザインを通 して人々

に明 らか にしたのであった。1974年8月11日

亡 くなった。

SABONSス ケ ッチ
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おわ りに

本稿 の 中で は チ ヒ ョル ト個人 に しぼ って し まった けれ ど,1920年 代 か ら今 日まで 一 ニ ュ

ー ・タイポグ ラフ ィか らス イス派 の人々 を経 て現代 へ 一 また
,ス タン リー ・モ リソンや チ ヒ

ョル トの ア ンチー ク ・リバ イバ ルを基 本 とする人 々 一 それ に現代の デジタル ・タイポ グラフ

ィは,1990年 代 に入 り花盛 りとな り,現 在 も進行 中で ある。 タイ プフェイスの数 はか ぎ りな く

産み出 され,そ して消 えて ゆ く。 タイ プフェイスが コン ピュー タ上で いかに簡単 に苦 労 もな く

作れ た として も,そ れが未来 に どれだ け残 って行 くか?一 それ らの事 を考 える時,チ ヒ ョル

トや モ リソン,ツ ァップ達の仕事 がいか に偉大 で,す ば らしい ものか を改めて感 じさせ られた。

スタ ン リー ・モ リソン タイム ズ ニュー ・ロー マン1931

チ ヒ ョル トBOOKデ ザイ ン
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